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①東日本復興支援 「郡山市容器リユースモデル実証事業」
郡山市を中心に福島県全域を対象。酒販小売店、飲食店等から720mlRマークびんを回収、洗浄・再利

用する取組み。酒造メーカーからの出荷はP箱で行う。

推進主体として、学識者、酒造組合、酒販卸・小売組合、びん商、市民、行政など多様な主体から成る協

議会を設立。

回収協力店に対してポスターを配布、店頭に掲示してもらう。また、関係者・消費者への広報・PRとして新

聞広告を掲載、事業への協力を呼びかける。

事業名称 ①東日本復興支援 「郡山市容器リユースモデル実証事業」

申請代表者 郡山市容器リユース推進協議会

実施地域 郡山市を中心に福島県全域

対象びん 720mlRマークびん

事業概要

・学識者、酒造組合、酒販卸・小売組合、びん商、市民（生協、婦人会など）が一同に介
す、協議会を開催。リユースシステム構築に向け、情報共有・推進に向けての検討を
進める。

・R720mlびんを対象とし、量販店、飲食店などから回収する。流通時に「容器＋段ボー
ル」から「容器＋クレート（P箱）」と仕様を変更する取組。

回収本数
（想定）

455,000本／年
※回収率を65％と想定し試算
（実証期間中ではなく平成23年度の推計値）

本年度の
具体的取組

（予定）

・「郡山市容器リユース推進協議会」の開催
・びん容器＋クレート（P箱）の一体的取り組み、品質管理
・啓発用チラシの作成・配布
・消費者及び関係事業者（含むメーカー）へのアンケート調査 ／など



2

協議会には多様なメンバーが参画。事業推進に向けた情報共有、推進方策の検討を実施。

実証事業は11月14日（月）から開始し、2月中旬まで実施。協力店の店頭にポスターを掲示し、消費者に

足して協力を呼びかける。効果検証に向けて、消費者・事業者に対するアンケート調査などを行う。

座 長：福島大学経済学類 准教授 沼田大輔

副座長：東北びん商連合会 会長 伊藤明人
事務局長：小沢一郎

【蔵元・酒造関係】
福島県清酒流通協同組合、郡山酒造協同組合

【卸売・小売】
福島県卸売酒販組合、郡山市小売酒販組合

【びん商・P箱など】

東北びん商連合会、福島県再生資源商工組合
陣野商店、(株)フーズコンテナー、三甲(株)

【消費者関連】
福島県消費者団体連絡協議会、
生活協同組合パルシステム福島

【行政】
郡山市

【事務局】
福島容器(株) （以上、順不同・敬称略）

協議会メンバー（推進体制）

9月 ：第1回協議会開催
10月 ：第2回協議会開催
10月末 ：ポスター配布（１万枚）
11/11（金）：新聞広告掲載（一面広告）
11/14（月）：実証事業スタート（※環境省シンポジウムに合わせて）

11/14～2月 実証事業実施、消費者向けアンケート実施
2月 ：第3回協議会開催、成果とりまとめ

スケジュール（予定）

ポスター（イメージ） 新聞公告（イメージ）

販売店に返却するか
集団回収に出してください

販売店に返却するか
集団回収に出してください

※現時点でのメンバー、推進体制の強化に向けて継続して調整中
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